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2○16年度の事業報告書

2○16年4月1日から2○17年S月S1日まで

特定非営利活動法人ま－ぶる

1 事業実施の成果

①総論

介護福祉分野での人手不足は昨年度に引き続きま－ぶるでも深刻な状況が続いている。全て

の部署において、人材不足は否めず、たくさんの利用希望があるにもかかわらず、お断りをし

なければならない状況が今年度も続いている。

昨年度後半より、ある程度の経験のあるスタッフの退職が重なったことも有り、組織全体の見

直しが必要となった。

事業開始以来、必要な方へ必要な支援、職員の過度な負担とならないような人員配置（規

定在卜回る配置）を行うことで、より安全安心で、ご本人にとっても安楽な支援をというこ

とで行ってきたが、ますます厳しい状況となっている。

②各事業別成果と課題

A居宅介護（移動支援、重度訪問介護）ま－ぶる

人員の問題から今年度は新規の依頼に応えることができない状況であった。

逆にこれまで関わっていた方についても､他事業所にお願いしたり､関わり方の見直しの中で、

支援自体をなくす、ということもあった。

今後､特に医療的ケアの必要な方からの依頼が増えると思われるが､対応は厳しい状況にある。

Bデイサービスぽぽろ

2○12年の開設以来、主任をしていた職員が家庭の事情により退職したことで、一から体制

を作り直すこととなったが、管理者としての資格要件などから、年度前半は見なし管理者でし

のぐこととなった｡また､急な退職だったこともあり、引き継ぎが十分できなかったりがあり、

ほぼ年度内いっぱいその修正に追われた感があった。

一方で、若いスタッフの管理者への起用により、チームとしての運営がしやすくなったという

側面もあった。

Cショートステイぽれぽれ

ここ数年の報告でも上がっていたが、スタッフ不足が最大の課題である。

ま一ぶるの利用者は、重度と言われる方が多く、他法人で行われているような「学生バイト」

の活用がなかなかできない。 一昨年度から学生バイトのスタッフに来てもらってはいるが、

利用者の顔ぶれでやはり＋1人スタッフを配置する必要があったり、逆に利用者の希望を断ら

ざるを得なかったりといった日もあった。

ご本人のねがいと、家族の都合、要求などが必ずしも一致するわけではないなかで、一律に

「事業所のやり方に従うべき」と紋切り型の対応ではなく、一人一人に寄り添いながら進めて

いくことの難しさを感じている。 、

D放課後等デイサービスま－ぶるにじよう

2年目を迎えた放課後デイで、プログラムや、支援方法については一定落ち言いてきたが、



年度後半からのスタッフの交代が有り､年明けには､開所以来のスタッフは1人のみとなった。

しかし、後任として採用されたスタッフが相当の経験者であったりしたことから、支援の中身

についてはより深めることができるようになってきた。

放課後という短時間のなかで、ケアにかかる時間も必要であり、平日はなかなか取り組み的な

ことが難しい状況は変わらないが、医療的ケアがないこどもたちへの療育的関わりが少しずつ

できるようになってきた。

こういった視点を大切に、ケアのみにとらわれることなく、内容を深めていきたい。

また、9月以降、家庭薑育に大きな課題がある子どもを受け入れることになり、学校、地域医

療、行政との連携の難しさも痛感することとなった。

陣がいがないとされる子どもの場合においても、対応の遅さなどが指摘されることが良くある

が、菫症心身障がい児と言われる子への対応はさらに困難を極めている。

重いI章がいゆえの配盧や医療の関わりなどについて、全く手つかずの状況にあることを知らさ

れた。

今後は、この児童ヘの関わりについては、かなり|舅菫に、しかし、目を離すことなく関わって

いかねばならないと思っている。

昨年度末に課題として上がっていた、保護者支援については、これまでも個別の保護者の相談

に応じたり、必要であれば、主治医との連絡をしたり、嘱託医への相談につなげたりと言った

ことも行ってきが、設立時からの思いてWもあった、保護者同士の交流と情報交換の場について
は、年度末のS月7日に開催することができた。

同様の会を今後も継続的に行っていくことができればと思っている。
























